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研究実施のお知らせ 

 

研究課題名 

積極的区域切除に縦隔リンパ節郭清は必要か？ 

研究の対象となる方 

2017年 1月から 2020年 12月に当センター呼吸器外科、広島大学病院呼吸器外科、

および東京医科大学付属病院呼吸器外科にて肺癌に対し肺葉切除もしくは区域切除

術を施行された患者様。 

研究の目的 

最近の臨床研究の結果より、肺癌に対する根治手術として縮小手術である区域切除

を行う機会が増加することが予想されます。しかし区域切除においてもこれまでの標

準手術である肺葉切除と同様に縦隔リンパ節郭清も行うべきかは定かではありませ

ん。この研究で、区域切除を行う場合には縦隔リンパ節郭清も省略または範囲縮小す

ることが可能であるかを検討します。 

研究の方法 

当院・広島大学・東京医科大学の３施設共同で行われた『FDG-PET/CT を含む画像

診断検査による肺癌の悪性度評価に関する観察研究』で登録・集積したデータを２次

利用いたします。同試験で集積されたデータのうち、上記研究対象者に当てはまるデ

ータのみを抽出してデータを解析いたします。患者さんの情報は、容易に個人を特定

できないように匿名化し、研究用に割り振られた番号と患者さんを結びつける対応表

は外部に提供しません。収集した情報は本研究の研究協力機関と共有します。また、

研究成果を学会や学術雑誌で公開する場合がありますが個人が特定できない状態で

行います。 

 

[研究に用いる情報の種類] 

患者情報(治療開始時) 

    性別, 年齢, 生年月 等 

腫瘍情報 

    原発臓器，遠隔転移臓器 等 

治療情報 

施行された手術術式，手術日，術後再発の有無、再発確認日 等 
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その他 

最終転帰(生存の有無，生存確認日または亡くなられた日，死因 等) 

[研究の期間] 

2023 年 3 月（または研究許可日)～2026 年 12 月 

外部への試料・情報の提供 

すでに収取・採取され施行された『FDG-PET/CT を含む画像診断検査による肺癌の

悪性度評価に関する観察研究』のデータの２次利用ですので、新たに収集したり外部

へ提供する情報はありません。 

 

研究組織 

研究代表者（研究で利用する情報の管理責任者）： 

神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 伊藤 宏之 

 

研究事務局 

神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 足立 広幸  

  

 研究協力機関 

広島大学原医研腫瘍外科 岡田守人 

東京医科大学呼吸器外科・甲状腺外科 池田徳彦 

  

情報の利用停止 

ご自身の情報をこの研究に利用してほしくない場合には、ご本人または代理人の方

からお申し出いただければ利用を停止することができます。 

なお、利用停止のお申し出は、2023 年 10 月までにお願いいたします。それ以降は

解析・結果の公表を行うため、情報の一部を削除することができず、ご要望に沿えな

いことがあります。 

相談・連絡先 

この研究について、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、詳しいことをお知りになりたい方、ご自身の情報を研究に利用してほしくな

い方、その他ご質問のある方は次の担当者にご連絡ください。その場合でも患者さん
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に不利益が生じることはありません。 

  

 研究事務局: 足立 広幸 

連絡先：神奈川県立がんセンター 呼吸器外科 

住所 〒241-8515 神奈川県横浜市旭区中尾 2-3-2  

電話番号 045-520-2222（代）  


